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出典；筑波大学事業開発推進室提供

調査背景

筑波大学ショッピングプラザ
売り場面積

カスミ棟
966㎡

サザコーヒー棟
146㎡

駐輪場
108㎡

駐車場
1209㎡

（自動車約25台）

スーパートライアル
5167㎡

カスミテクノパーク
桜店

2047㎡

スーパーまるも学園
店

1531㎡
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調査背景

カスミ テクノパーク桜店 左内装、右外装

これらの半分ほどの規模の新カスミ。
また駐車場はこの駐車場の半分以下の大きさ。
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筑波大学ショッピングプラ
ザ
調査背景

筑波大学周辺スーパーの
位置関係
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調査目的

① 新カスミができたときに予想される交通問
題と改善案を提示すること

② 現状の交通手段の利便性を改善する代替案
を提示すること

最終発表で改善案を提示
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調査手法 ｜アンケート

ヒアリング 需要予測アンケート

 都市計画実習履修者と鈴木研の方々
計38人にアンケート調査

 学生の店舗・交通選択実態の現状を把
握する
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調査手法｜ヒアリング

需要予測アンケート ヒアリング

 大学施設部に新カスミについて質問

 超小型モビリティの利用可能性に

ついて質問
 新カスミ開業で発生する問題の解決策
の模索
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調査手法｜需要予測

ヒアリングアンケート 需要予測

 ハフモデルによって大学周辺に住む学
生のスーパー利用を予測する

 アンケート結果と比較して新カスミの
来客数の予想
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アンケート ｜概要

対象者 都市計画実習履修者
+都市空間解析研 計38人

期間 5月11日～15日

方法 Googleフォーム上で回答

質問項目

1. 個人属性

2. 現在の買い物について

3. 新カスミについて
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アンケート ｜結果―店舗選択

4

4

3

4
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1 2
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2 5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

春日四丁目(n=10)

天久保三丁目(n=10)

天久保二丁目(n=13)

地区ごとの店舗選択者数(人)

カスミテクノパーク桜店 スーパーまるも学園店

西友つくば竹園店 ヨークベニマルつくば竹園店

スーパートライアルつくば学園都市店 ローソンストア１００筑波大学前店

桜カスミとトライアルの利用者が多い傾向
天久保2はローソンストア利用者も多い
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アンケート ｜結果―店舗選択

桜カスミとトライアルの利用者が多い傾向
天久保2はローソンストア利用者も多い

⑤カスミ
テクノパーク桜店 ②トライアル

⑫ローソンストア100
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アンケート ｜結果―店舗選択

26

2110

8

7

6

11

スーパーの選択理由(複数回答)
n=89 自宅に近いから

商品が安いから

品揃えが豊富だから

バイトなど、大学以外の用事が

ある場所に近いから
大学に近いから

商品の品質が良いから

自宅からの距離、商品の安さを重視する傾向
大学やバイト先からの距離を考慮する人も
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アンケート ｜結果―交通手段選択

約80％の下宿者が
自転車でスーパーを訪れている自転車

32

自動車
7

徒歩 1

スーパーマーケットへの交通手段

n = 40 
・下宿者対象
・各人の来店頻度上位2店舗について
それぞれ訪問時の交通手段を回答
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買い物時の自転車利用で不便に思うこと
(複数回答, n=64)

アンケート ｜結果―交通手段選択

・天気に左右される 20

・路面(歩道・車道)が悪い 12

・大きな荷物を運ぶことができない 11

・疲れる 10

・荷物が重い 5

・不便な点はない 2

多くの自転車利用者が買い物時に不便を感じている
路面の問題と自転車特有の問題(天気・荷物)が多い
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アンケート ｜新カスミについて

平砂地区に新しくスーパーマーケット（カスミ）が
開店することを知っていましたか

知っていた

31

知らなかった

5

平砂に新しいカスミが
できることは
多くの人に認知されている

N=36
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アンケート ｜新カスミについて

新しくできるスーパー（カスミ）を利用したいと
思いますか

新カスミを
利用したいという人は多い

思う

25

思わない

10

N=35
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アンケート ｜新カスミについて

新しくできるスーパー（カスミ）を
どのような交通手段で利用しようと思いますか

自転車
20

自動車
3

徒歩
2

自転車という回答が多い

周辺の混雑が予想される

N=25
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アンケート ｜得られた知見

学生の多くはスーパーまでの移動に自転車を
利用している

自転車利用者は天候に左右される、荷物が重
いなどの不満点を持っている

超小型モビリティで解決できるの
ではないか
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ヒアリング ｜超小型モビリティ

筑波大学で導入が検討されている
超小型モビリティ『COMS』

・1人乗り

・積載重量30kg

・最高速度60km/h

・大きさは原動機付自転車
よりも一回り大きいくらい

出典；http://coms.toyotabody.jp/design/
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ヒアリング ｜超小型モビリティ

つくばでの利用形態

大学周辺での導入予定

導入の目処は立っていない

可能性を模索している

質問 回答

現時点で解決策とするのは困難であり
工夫が必要
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ヒアリング ｜学内商業施設

新カスミ設置の経緯

需要予測

周辺環境の整備について

学生の要望
利便性向上のため

利用者は周辺に住む学生が中心

道路整備等は今のところ考えていない

質問 回答

大学周辺に住む学生が来ることで交通状況が変化
し、
現在の環境では不便になる可能性
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需要予測│ ハフモデルとは

居住地域から店舗へ

どの程度人が来るのかを測定する方法

→開店前の新カスミの来客者数も予想できる！
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需要予測│ ハフモデルとは

今回使用するのは修正ハフモデル

距離を重視したモデル

吸引率＝
店舗面積 / 距離^2

∑ (店舗面積 / 距離^2)
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需要予測 ｜対象

建設中のカスミを中心とした
半径2.5km円内にあるスーパー
12件を対象

居住地は平成24年度学生生活実態調査から
学生の現住所として
主要な17町丁目を選択

17町丁目の内訳…

天久保1,2,3,4丁目 春日1,2,3,4丁目

桜1,2,3丁目 吾妻1,2,3,4 柴崎
天王台2(一の矢学生宿舎)
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需要予測 ｜現状

天久保２丁目以南 ①ヨークベニマル
桜周辺 ⑤カスミ桜店
春日４丁目 ②トライアル
の利用者が多い

春日４丁目

天久保2丁目

桜１丁目

①

②

⑤
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需要予測 ｜現状

24%

20%

11%

9%

6%

6%

9%

5%

4% 2% 0% 4%

天久保2丁目の各スーパー利用者割合
ヨークベニマルつくば竹園店

スーパーセンタートライアルつくば学園都市店

カスミフードスクエアつくばスタイル店

とりせん研究学園店

カスミテクノパーク桜店

カスミフードスクエア学園店

西友つくば竹園店

スーパーまるも学園店

ジェーソンつくば桜店

ジェーソンつくば竹園店

筑波大学厚生会一の矢売店

ローソンストア100 筑波大学前店
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アンケート ｜結果―店舗選択

全体として⑤桜カスミと
⑧まるもの利用者が多い傾向
天久保2は⑫ローソンストア
利用者も多い

天久保2丁目

桜１丁目

⑫

⑤

⑧

32



アンケート ｜結果―比較

ハフモデルでの推計と同じである点

・春日４丁目周辺ではトライアルつくば学園都市店の利用者が多い

・桜周辺でカスミテクノパーク桜店の利用者が多い

ハフモデルでの推計と異なった点

・春日４丁目周辺でも桜地区のカスミ・まるもの利用者が多い

・天久保2丁目で売り場面積の小さいローソンストア100の利用者が多い

・距離以外の要素(大学との距離・商品の安さ)が影響
・ローソンストア100については距離が大きく影響

・居住地との距離は店舗選択の決定要因の一つ
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需要予測 ｜新カスミ開業後

天久保2丁目にて新カスミの利用者が
多い

桜地区では新カスミの影響は小さい

天久保2丁目

桜１丁目

⑬
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需要予測 ｜現状との比較

約15％の人が新カスミへ

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

（人）

現在（青）と新カスミ開業後（橙）での各スーパー利用者数比較 （人）

現在の利用者(人) 新カスミ開業後の利用者（人）
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需要予測 ｜新カスミ開業後

新カスミ開店後現在

新カスミ開業で
大きく変化

36



需要予測 ｜ アンケートとの差異

比較すると、ローソンストア100の
順位が大きく上昇

店名 ハフモデル推計順位 アンケート順位（選択数） 上昇・下降
スーパートライアル つくば学園
都市店

1位 2位(10) 1↓

ヨークベニマルつくば竹園店 2位 5位(3) 3↓
カスミ テクノパーク桜店 3位 1位（16） 2↑
カスミ フードスクエアつくばスタ
イル店

4位 -

ジェーソン つくば桜店 5位 -
とりせん研究学園店 6位 -
スーパーまるも学園店 7位 3位(8) 4↑
西友 つくば竹園店 8位 5位(3) 3↑
カスミ フードスクエア 学園店 9位 7位(1) 2↑
筑波大学厚生会一の矢売店 10位 -
ローソンストア100 筑波大学前
店

11位 4位(6) 7↑

ジェーソン つくば竹園店 12位 -
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調査結果

① 筑波大生の購買行動を明らかにする
→筑波大生は買い物でも自転車利用者が
多く、価格と距離を重視している

② 新カスミが出来た場合の行動予測

→近隣の学生を中心に多くの学生が
自転車で利用すると予測される
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今後の課題

ハフモデルの改善
-実際の店舗選択がより反映される魅力度の検討

アンケートの改善
-設問および調査範囲の改善

カスミ本社へのヒアリング

-新カスミの計画の現状を知るため
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これからの調査展望

 調査をもとにした交通量予測

 起こりうる交通問題への対策、及び買
い物の利便性の向上の具体的な提案
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